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生き物の性質Ｐ１
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Ｐ２

紫外線紫外線紫外線紫外線 遠赤外線遠赤外線遠赤外線遠赤外線

「「「「嫌嫌嫌嫌いいいい」「」「」「」「避避避避けるけるけるける」」」」 「「「「好好好好むむむむ」「」「」「」「寄寄寄寄ってくるってくるってくるってくる」」」」

細胞細胞細胞細胞のののの性質性質性質性質＝ＤＮＡ＝ＤＮＡ＝ＤＮＡ＝ＤＮＡのののの性質性質性質性質

生き物の性質

人間人間人間人間もももも同同同同じじじじ



Ｐ３ 本来の自分を確立する

最初は単細胞

進化進化進化進化するするするする

人間は最も優れた創り

本来の自分は？
⇒⇒⇒⇒ 気気気気づきづきづきづき

順応能力

環境環境環境環境にににに適応適応適応適応するもするもするもするも

設計図（ＤＮＡ）により決まっている

死死死死ぬまでぬまでぬまでぬまで同同同同じじじじ創創創創りをりをりをりを保保保保つつつつ
＝＝＝＝コピーコピーコピーコピーをををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす

同同同同じじじじ創創創創りのりのりのりの中中中中にににに歴史歴史歴史歴史(記憶記憶記憶記憶））））がががが刻刻刻刻まれるまれるまれるまれる

本質本質本質本質のののの部分部分部分部分とととと歴史歴史歴史歴史をををを刻刻刻刻まれたまれたまれたまれた自分自分自分自分がががが同居同居同居同居しているしているしているしている



Ｐ４ 人間の成長

「「「「受身幼児期受身幼児期受身幼児期受身幼児期」」」」

受受受受けけけけ入入入入れをれをれをれを知知知知るるるる

「「「「安定成長期安定成長期安定成長期安定成長期」」」」

自我自我自我自我をををを覚覚覚覚えるえるえるえる

「「「「多感思春期多感思春期多感思春期多感思春期」」」」

自分自分自分自分はははは何者何者何者何者かかかか

「「「「実決青年期実決青年期実決青年期実決青年期」」」」

生生生生きききき様様様様をををを決決決決めるめるめるめる

「「「「幸得発展期幸得発展期幸得発展期幸得発展期」」」」

自分自分自分自分のののの城城城城をををを築築築築くくくく



Ｐ５ 本来の自分を確立する ⇒ 相手を理解する

自分を創っている「構造」「性質」は優れており、良いものである

生きてきた「環境」「体験」により、今の自分を演じている

幼児期に最も影響を受ける

自分の生きてきた歴史をひも解き、整理する

今の自分は「何に喜び」「何に怒り」「何におびえる」かを認識する

心の通うコミュニケーション力がついてくる

自分が見えてくると相手も見えてくる

心心心心がががが通通通通うようになるうようになるうようになるうようになる



「心を通わせる」とはＰ６

相手相手相手相手をををを理解理解理解理解するするするする

① 相手の特徴を知る ⇒ 「男女」「年代」「地域」「立場」「環境」

② 相手の好みや志を知る ⇒ 「大切にしているもの」「感動するもの」「将来の夢」

③ 必要としている支援内容 ⇒ 「苦手なもの」「困っていること」「目の前の壁」

自分自分自分自分をををを知知知知ってもらうってもらうってもらうってもらう

① 正直になる ⇒ 感じたままの自分を認める

② 伝えること ⇒ 感じていることを相手に話す

③ 向き合う ⇒ 相手の目をみて話す

ぬくもりの源
相手を信頼できる環境創り


